

























田 中 光 男
誘電体結晶BaZnGe04には,6つの相 (1相,Ⅰ相,Ⅲ相,Ⅲ′相,Ⅳ相,†相 )の存在す
ることが知られている｡ I相の空間群はP6322で, 丑相, Ⅱ相の空間群はP63である｡
Ⅲ相, Ⅲ′相,Ⅳ相においては,C軸方向に約4倍の(4倍からわずかにずれている)超周期構
造が観測される incommensurate相となる｡†相では,3倍の超周期構造をもつ COmme-
nsurate 相となる｡ Ⅱ′相では, C軸に垂直な方向でD-E履歴曲線が観測されるが,残留分
極の値は小さく弱い,強誘電性を示す｡ 丑,Ⅲ,Ⅱ′,Ⅳ,V相でのラマンスペクトルの観測を行
なった｡4つの転移点のいずれにおいても,変位型の相転移に特徴的なソフト･モードは観測
されなかった｡Ⅲ相, Ⅲ′相,Ⅳ相では,スペクトルは温度の低下とともに徐々に変化し,†相
においては,モー ドの数が増え,スペクトルに急激な変化が現れる｡BaZnGe04は,GeO4
4面体とZnO44面体が六員環を形成し,この6員環が三次元的に広がった構造をもっている
が,Ⅲ相,Ⅲ′楓 Ⅳ相においては,GeO44面体とZnO44面体が徐々に変形していくことに
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